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大

分

県

高

文

連

と

は

高

等

学

校

文

化

連

盟

（

高

文

連

）

は

全

国

で

わ

ず

か

一

道

四

県

に

し

か

存

在

し

な

い

の

で

、

ま

ず

こ

の

紹

介

か

ら

せ

ね

ぱ

な

ら

な

い

。

大

分

県

高

文

連

の

結

成

は

二

十

六

年

前

の

昭

和

二

十

六

年

に

さ

か

の

ぼ

る

。

記

録

に

よ

る

と

、

こ

の

運

動

は

大

分

県

高

教

組

の

文

化

運

動

か

ら

生

み

出

さ

れ

、

組

合

と

校

長

協

会

と

の

双

方

か

ら

信

頼

さ

れ

て

育

て

ら

れ

た

も

庁

の

で

、

こ

れ

ま

で

ほ

と

ん

ど

こ

れ

と

い

っ

た

t

ト

ラ

ブ

ル

を

知

ら

な

い

。

現

在

、

加

盟

校

六

十

七

校

（

私

学

数

校

が

未

加

盟

で

あ

る

）

。

ィ
文

会

員

は

約

五

万

人

。

年

間

会

費

は

一

人

当

た

り

百

二

十

円

で

、

総

子

算

六

百

万

円

。

こ

の

連

盟

の

真

の

主

人

公

は

文

化

部

生

徒

で

あ

り

、

秀

れ

た

文

化

活

動

の

顧

問

教

師

を

指

導

者

と

し

て

、

文

化

課

外

活

動

〈

部

〉

の

全

県

的

連

合

組

織

と

な

っ

て

い

る

。

本

部

は

会

長

（

木

本

数

一

1
1県立
大

分

女

子

高

校

長

）

、

理

事

長

、

本

部

理

事

か

ら

な

り

、

そ

の

傘

下

に

十

一

の

専

門

部

が

所

属

し

て

い

る

。

演

劇

、

音

号

楽

、

美

術

、

文

芸

、

新

聞

、

弁

論

、

科

学

、

02
家

庭

、

社

会

、

職

業

、

放

送

の

各

部

で

あ

る

。

第

高

文

連

役

員

は

大

へ

ん

で

あ

る

。

学

校

の

業

務

は

人

並

に

や

っ

た

上

で

、

勤

務

時

間

外

を

無

報

酬

で

、

時

に

は

死

に

も

の

ぐ

る

い

で

＿

文

化

事

業

の

経

営

に

あ

た

っ

て

い

る

。

だ

か

れ

た

。

「

文

化

」

に

と

っ

て

画

一

的

統

制

は

禁

一

物

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

た

か

ら

だ

。

こ

う

し

て

出

場

（

出

品

）

生

徒

約

三

0
0

2
名

、

観

覧

生

徒

・

市

民

約

二

、

0
0
0名の

号ー

大

文

化

祭

と

な

っ

た

。。
第

月 報 (12) 

十

一

月

二

十

八

日

、

開

会

式

。

佐

久

間

竹

田

市

長

、

木

本

高

文

連

会

長

、

大

津

地

元

実

行

委

員

長

（

竹

田

高

校

長

）

に

よ

る

テ

ー

プ

カ

ッ

ト

に

始

ま

り

、

こ

の

日

は

展

示

、

市

民

歴

史

教

室

、

農

水

産

物

即

売

会

が

行

わ

れ

た

。

展

示

は

美

術

書

道

展

と

並

ん

で

竹

田

高

校

社

会

部

（

民

俗

部

）

に

よ

る

「

大

野

川

上

流

開

発

と

埋

蔵

文

化

財

展

」

、

長

嶺

竹

田

商

業

高

校

長

に

よ

る

「

竹

田

の

石

橋

展

」

な

ど

。

な

か

で

も

圧

巻

は

、

私

立

別

府

女

子

高

校

が

数

十

人

で

二

年

か

か

っ

て

共

同

制

作

し

た

「

刺

繍

屏

風

三

点

」

で

、

こ

れ

は

昨

夏

、

日

本

の

手

工

芸

を

代

表

し

て

米

国

建

国

二

百

年

祭

の

ロ

ス

ア

ン

ゼ

ル

ス

展

覧

会

に

出

さ

れ

た

逸

品

で

あ

っ

た

。

家

庭

科

中

心

の

私

学

が

こ

う

し

た

と

こ

ろ

で

万

丈

の

気

を

吐

い

た

わ

け

で

観

る

者

を

驚

嘆

さ

せ

た

の

は

ゆ

か

い

で

あ

っ

こ。f
 

十

一

月

三

十

日

に

は

舞

台

行

事

が

集

中

的

に

行

わ

れ

た

。

連

盟

歌

大

合

喝

で

幕

を

あ

げ

た

一

っ

l

つ

の

出

し

物

に

つ

い

て

述

べ

て

い

る

紙

幅

は

と

て

も

な

い

の

で

、

左

に

略

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

掲

げ

て

お

く

。

.. ,
 
........... ,.‘,' 

i
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
午
前
の
部
）
~

i

①

連

盟

歌

大

合

唱

上

野

丘

高

校

・

緑

丘

i

~
高
校
・
竹
田
高
校
・
竹
田
商
業
高
校
~

ぷ

9会
長

あ

い

さ

つ
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ら

よ

く

「

好

き

」

だ

と

い

わ

れ

、

「

趣

味

」

だ

と

い

わ

れ

、

「

気

ち

が

い

」

だ

と

い

わ

れ

、

「

バ

ヵ

」

だ

と

い

わ

れ

る

。

大

分

県

高

校

教

育

界

に

は

こ

の

「

高

文

連

バ

カ

」

が

数

十

人

い

る

。

こ

の

「

人

間

文

化

財

」

な

し

に

は

高

文

連

を

論

ず

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

各

部

で

は

一

人

の

部

長

と

六

、

七

人

の

常

任

委

員

が

協

議

し

つ

つ

独

立

し

て

運

営

に

あ

た

っ

て

い

る

。

彼

ら

の

大

半

は

、

文

化

部

の

顧

問

を

し

て

き

た

そ

の

道

に

か

け

て

は

き

わ

め

て

有

能

な

教

師

た

ち

で

あ

る

。各

部

と

も

だ

い

た

い

年

間

に

研

究

大

会

を

二

回

、

コ

ン

ク

ー

ル

を

一

回

催

し

て

い

る

。

研

究

大

会

は

全

県

下

の

部

員

が

一

同

に

会

し

て

、

合

宿

の

形

で

師

弟

同

行

の

猛

勉

強

が

行

わ

れ

る

。

参

加

者

数

は

部

に

よ

っ

て

違

う

が

、

多

い

部

で

は

三

百

人

に

な

る

と

こ

ろ

も

あ

る

。

大

分

県

高

文

連

年

表

を

見

る

と

、

過

去

、

二

十

五

回

の

全

九

州

弁

論

大

会

で

優

勝

十

五

回

を

重

ね

た

弁

論

部

（

三

十

三

年

以

降

、

各

種

全

国

大

会

優

勝

は

五

回

）

。

全

九

州

の

作

品

を

集

め

て

「

九

州

高

校

美

術

秀

作

展

」

が

行

わ

れ

た

の

は

戦

後

二

回

だ

が

、

そ

の

二

回

と

も

主

催

者

は

大

分

県

高

文

連

美

術

部

で

あ

る

。

高

校

新

聞

で

は

全

国

コ

ン

ク

ー

ル

で

最

優

秀

賞

に

輝

く

こ

と

六

回

、

こ

の

ご

ろ

と

み

に

成

果

を

あ

げ

て

い

る

の

が

職

業

部

。

そ

の

中

、

農

業

ク

ラ

プ

発

表

や

英

文

タ

イ

プ

で

全

国

一

ぷ

涙

奏

楽

別

府

商

業

高

校

吹

奏

楽

部

i

「

ア

メ

リ

カ

ン

・

ド

ラ

ム

」

i
「
エ
ル
ザ
の
大
聖
堂
へ
の
行
列
」
~

~
「
あ
あ
青
春
」

示

妥

芸

1
1随想
「

蛙

」

~
作
臼
杵
高
校
大
畠
祐
一
郎
｛

~
朗
読
大
分
女
子
高
吉
松
澄
子
｝

ふ

）

弁

論

「

許

さ

れ

な

い

過

ち

」

一

｛

双

国

高

校

豊

田

恵

利

＂

｛
英
語
弁
論
城
南
高
校
前
谷
夏
江
~

ぷ

滋

批

業

部

研

究

発

表

~
玖
珠
農
業
手
島
孝
一
他
三
名
i

る

科

学

部

研

究

発

表

「

ク

ラ

ド

ニ

図

i

一

形

の

成

因

振

動

数

に

つ

い

て

」

｛

~
中
津
北
高
井
上
孝
之
ほ
か
三
名
｛

ぷ

涅

自

楽

発

表

＂

合

唱

大

分

上

野

丘

高

校

音

楽

部

｛

~
ピ
ア
ノ
独
奏
雄
城
台
高
小
野
｛

＂
フ
ル
ー
ト

1
1

緑
丘
高
校
中
山
~

ぷ

嶺

劇

竹

田

商

業

高

校

演

劇

部

i

i

同

部

作

「

就

職

戦

線

異

常

な

し

」

｝

ー

プ

ロ

グ

ラ

ム

（

午

後

の

部

）

~
以
下
紙
面
の
関
係
で
更
に
略
す
~

蒻

演

劇

⑪

社

会

部

研

究

発

表

⑫

職

業

i

韮

（

商

業

）

研

究

発

表

⑬

家

庭

部

研

究

i

i

発

表

⑭

弁

論

⑮

音

楽

発

表

⑯

全

員

｝

了

大

合

唱

「

荒

城

の

月

」

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9ヽ
9
9
9
9
9
9
9
9
9
.

，

地

方

の

文

化

団

体

は

と

か

く

中

央

の

す

ぐ

れ

た

文

化

の

「

呼

ぴ

屋

」

に

な

り

が

ち

で

あ

る

。

今

度

の

「

大

分

県

高

校

中

央

文

化

祭

」

を

契

機

と

し

て

高

文

連

は

そ

う

し

た

「

呼

ぴ

屋

」

的

色

彩

を

脱

し

、

自

ら

参

加

し

、

創

造

し

、

発

表

す

る

と

い

う

性

格

に

変

わ

っ

た

。

全

一

日

の

ス

テ

ー

ジ

は

、

全

て

生

徒

に

任

_
—
第
一
回
大
分
県
高
等
学
校
中
央
文
化
祭
—
|

参

加

す

る

文

化

活

動

＾
地
方
の
文
化
活
動
〉

し

9

・

ら

が

、

人

口

、

県

民

所

得

、

工

業

出

荷

額

で

最

近

ま

で

全

国

比

百

分

の

一

の

弱

小

県

が

あ

げ

て

い

る

業

績

で

あ

る

こ

と

を

注

意

し

て

ほ

‘
・
O
 

し
し高

校

県

体

の

文

化

版

第

一

回

県

高

校

中

央

文

化

祭

こ

の

文

化

祭

の

構

想

が

公

式

の

場

で

討

議

さ

れ

た

の

は

、

昨

年

三

月

の

理

事

会

が

は

じ

め

て

で

あ

っ

た

。

高

文

連

の

全

部

門

を

網

羅

し

た

集

中

力

を

も

ち

、

回

を

重

ね

て

高

め

て

い

く

継

続

力

を

も

っ

た

全

県

的

文

化

祭

を

も

と

う

、

「

高

校

県

体

の

文

化

版

」

が

な

け

れ

ば

片

手

落

ち

だ

、

高

文

連

各

部

の

成

果

を

県

民

せ

ら

れ

、

教

師

で

舞

台

に

立

っ

た

の

は

、

ニ

分

間

の

会

長

あ

い

さ

つ

と

合

唱

指

揮

者

の

音

楽

教

師

の

み

‘

進

行

は

N
H
K杯全
国

高

校

放

送

コ

ン

ク

ー

ル

の

ア

ナ

ウ

ン

ス

部

門

で

日

本

一

と

な

っ

た

小

出

真

由

美

（

大

分

女

子

高

）

が

と

り

し

き

り

、

こ

の

彪

大

な

プ

ロ

グ

ラ

ム

を

リ

ハ

ー

サ

ル

ぬ

き

で

、

ほ

と

ん

ど

時

間

の

誤

差

な

く

運

営

し

た

。

ま

た

観

客

と

な

っ

た

竹

田

市

内

三

校

の

生

徒

は

、

次

々

と

展

開

す

．
 

る

県

一

位

の

舞

台

に

心

を

引

き

つ

け

ら

れ

て

し

ま

い

、

引

率

教

師

が

観

覧

態

度

に

つ

い

て

何

も

注

意

す

る

必

要

が

な

か

っ

た

。

舞

台

と

は

別

に

、

昼

食

時

前

後

に

隣

接

す

る

体

育

館

で

「

出

場

生

徒

交

流

会

」

が

開

か

れ

た

。

参

加

生

徒

約

百

五

十

名

、

主

催

者

は

竹

田

高

校

‘

竹

田

商

業

高

校

の

生

徒

会

。

両

校

生

徒

会

長

の

歓

迎

の

あ

い

さ

つ

の

あ

と

、

竹

田

の

町

の

歴

史

、

風

土

の

説

明

が

あ

り

、

昼

食

を

と

り

な

が

ら

出

場

生

徒

た

ち

が

自

分

の

部

の

紹

介

、

学

校

生

活

の

報

告

、

郷

土

の

自

慢

話

な

ど

に

花

を

咲

か

せ

、

最

後

に

「

魂

を

ゆ

す

ぶ

る

健

全

な

文

化

を

創

造

し

て

い

こ

う

」

と

い

う

歴

史

的

な

「

竹

田

ア

ッ

ピ

ー

ル

」

を

発

し

て

会

を

閉

じ

た

C

順

調

に

す

す

ん

だ

舞

台

は

十

六

時

に

最

後

の

「

荒

城

の

月

」

大

合

唱

と

な

っ

た

。

舞

合

も

客

席

も

一

体

と

な

っ

て

こ

の

祭

り

の

雰

囲

気

は

最

高

潮

に

達

し

た

。

大

合

唱

隊

の

陣

ど

る

舞

台

の

背

景

に

は

ポ

ッ

カ

リ

と

大

き

な

満

月

が

浮

か

ぴ

あ

が

り

、

今

日

一

日

の

満

足

を

象

徴

す

る

か

の

よ

う

で

あ

っ

た

。

県

内

各

地

か

ら

参

加

し

た

出

演

者

た

ち

は

自

分

の

努

力

が

報

い

ら

れ

た

誇

ら

し

い

瞬

間

で

あ

り

、

ま

た

竹

田

の

生

徒

た

ち

の

中

に

は

「

竹

田

に

生

ま

れ

て

よ

か

っ

た

」

と

言

っ

て

い

る

者

も

あ

「荒城の月」大合喝
大分県高等学校中央文化祭のフィナーレ

位

に

な

る

の

は

毎

年

の

こ

と

。

科

学

部

が

物

理

部

門

で

文

部

大

臣

賞

に

輝

い

た

の

は

四

十

九

年

の

こ

と

3

そ

し

て

昨

年

は

歴

史

の

浅

い

放

送

部

が

日

本

一

の

高

校

ア

ナ

ウ

ン

サ

ー

を

出

し

た

。

（

こ

ん

な

記

録

を

書

い

て

い

く

と

き

り

が

な

い

、

さ

ら

に

知

り

た

い

方

は

、

連

絡

し

て

下

さ

れ

ば

資

料

を

送

り

ま

す

）

こ

れ

＊
 

＊
 

＊
 

＊
 

i、9

i

に

も

ひ

ろ

く

理

解

し

て

も

ら

お

う

、

と

い

う

の

が

最

初

の

着

想

だ

っ

た

。

こ

れ

が

五

月

の

評

議

員

会

（

本

連

盟

最

高

決

議

機

関

）

ま

で

に

固

ま

っ

て

い

っ

た

。

高

体

連

が

高

校

県

体

を

お

も

に

大

分

市

で

開

く

の

で

、

高

文

連

は

大

会

を

周

辺

部

に

持

っ

て

い

こ

う

と

い

う

こ

と

で

、

第

一

回

は

竹

田

市

が

選

ば

れ

た

。

竹

田

市

は

「

大

分

県

文

化

の

ふ

る

さ

と

」

と

い

う

性

格

を

も

っ

て

い

る

。

田

能

村

竹

田

や

「

荒

城

の

月

」

の

滝

廉

太

郎

で

知

ら

れ

る

美

し

い

町

だ

。

断

崖

と

紅

葉

に

埋

ま

る

こ

の

町

の

随

所

に

郷

土

の

作

家

、

朝

倉

文

夫

の

彫

刻

が

建

っ

て

い

る

。

ま

た

昨

年

は

全

国

ま

れ

に

見

る

壮

麗

な

文

化

会

館

が

建

設

さ

れ

、

会

場

と

し

て

は

申

し

分

な

い

。

加

う

る

に

市

長

は

じ

め

竹

田

市

民

は

文

化

行

事

に

物

心

両

面

か

ら

大

き

な

支

援

を

寄

せ

る

土

地

柄

で

も

あ

っ

た

。

こ

の

町

で

各

部

が

厳

選

し

た

高

校

大

分

県

一

位

の

作

品

を

披

露

す

る

こ

と

に

な

っ

た

，

部

に

よ

っ

て

は

、

一

位

を

き

め

な

い

方

針

の

部

も

あ

っ

た

。

例

え

ば

社

会

部

の

場

合

、

生

徒

の

研

究

発

表

に

一

位

二

位

の

順

位

を

つ

け

る

こ

と

は

と

て

も

で

き

な

い

の

で

、

社

会

部

顧

問

総

会

は

地

元

の

竹

田

高

校

社

会

部

を

推

薦

し

た

。

美

術

部

の

場

合

も

教

育

的

配

慮

か

ら

伝

統

的

に

「

賞

」

は

出

さ

ず

、

作

品

の

何

割

か

を

「

推

奨

」

と

す

る

に

と

ど

め

る

表

彰

方

式

を

も

っ

て

い

た

の

で

、

こ

の

中

央

文

化

祭

へ

の

参

加

の

し

か

た

は

「

大

分

県

高

校

美

術

書

道

学

校

代

表

作

展

」

と

い

う

形

を

と

っ

た

。

文

化

の

お

祭

り

な

ん

だ

か

ら

「

と

に

か

く

楽

し

く

や

ろ

う

よ

」

と

い

う

こ

と

で

、

各

部

門

に

と

っ

て

無

理

の

な

い

出

場

方

式

が

選

ば

る

よ

う

に

郷

土

愛

を

胸

底

深

く

植

え

つ

け

た

フ

ィ

ナ

ー

レ

で

あ

っ

た

。

さ

て

、

こ

の

舞

台

照

明

を

無

償

提

供

し

て

く

れ

た

ユ

ニ

ー

ク

・

ア

ー

ト

ス

テ

ー

ジ

社

の

社

長

は

、

か

つ

て

高

文

連

で

演

劇

を

学

ぶ

高

校

生

で

あ

っ

た

。

さ

ら

に

大

分

放

送

テ

レ

ビ

番

組

の

中

で

「

高

校

生

と

文

化

活

動

」

と

題

し

て

、

こ

の

行

事

の

も

よ

う

が

紹

介

さ

れ

た

が

、

こ

の

放

映

の

企

画

を

担

当

し

た

テ

レ

ビ

局

の

杉

田

部

長

も

高

文

連

の

O
Bであ
っ

た

。

ま

た

こ

の

行

事

は

県

芸

術

祭

の

参

加

行

事

と

し

て

行

わ

れ

た

の

で

あ

る

が

、

そ

の

中

で

特

別

功

労

賞

と

な

っ

た

こ

と

、

さ

ら

に

文

化

庁

柳

川

次

長

さ

ん

が

わ

ざ

わ

ざ

来

県

さ

れ

、

ご

視

察

下

さ

っ

た

こ

と

は

私

ど

も

に

と

っ

て

ま

こ

と

に

望

外

の

幸

せ

で

あ

る

と

と

も

に

光

栄

の

至

り

で

あ

っ

た

。

最

後

に

こ

の

文

を

読

ま

れ

た

全

国

の

高

校

関

係

者

に

お

願

い

し

た

い

。

全

国

ど

こ

の

県

に

も

高

文

連

を

作

っ

て

も

ら

い

た

い

。

高

校

が

「

灰

ス

ク

ー

ル

」

と

い

わ

れ

て

も

う

久

し

い

。

も

う

何

か

変

わ

っ

て

よ

い

は

ず

だ

。

冷

た

い

灰

を

ま

い

て

枯

木

に

花

を

咲

か

せ

る

文

化

の

「

花

咲

か

じ

い

さ

ん

」

が

ど

こ

の

高

校

に

も

何

人

か

い

て

よ

い

は

ず

だ

。

N
H
Kも

今

年

の

大

河

ド

ラ

マ

に

は

「

花

神

」

を

選

ん

だ

の

だ

が

。

（

大

分

県

高

文

連

理

事

長

、

大

分

女

子

高

校

教

諭

五

島

辰

夫

）
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定
価
・
一
五

0
円
（
送
料
二
九
円

年
間
購
読
料
一
、
八

0
0
円

編

集

後

記

〇
予
算
の
季
節
が
終
わ
っ
た
。
文
化
庁
の
予
算

は
、
二
七
八
億
円
で
、
五
十
一
年
度
に
比
べ
四
〇

億
円
の
増
、
一
七
％
の
伸
ぴ
で
あ
る
。
国
の
子
算

が
二
八
兆
円
で
あ
る
か
ら
、
約

0
.
-
%。

0
フ
ラ
ン
ス
文
化
庁
の
ほ
う
は
、
海
外
文
化
二

ュ
ー
ス
に
記
し
た
よ
う
に

0
•
五
六
％
。
早
く

フ
ラ
ン
ス
並
み
に
な
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

〇
ユ
ネ
ス
コ
総
会
が
昨
年
終
わ
り
、
日
本
は
二

か
年
に
わ
た
り
、
五
八
億
円
を
拠
出
す
る
こ
と

に
な
っ
た
（
国
連
へ
は
年
八
一
億
円
）
。
ユ
ネ
ス

コ
本
部
に
勤
務
す
る
日
本
人
は
二
十
一
人
。
非

常
に
少
な
い
。

ジ
ュ
ネ
ー
プ
に
あ
る
著
作
権
の
総
本
山
の
W

I
P
o
（
世
界
知
的
所
有
権
機
関
）
に
も
年
八

六
0
万
円
の
分
担
金
を
払
っ
て
い
る
が
、
日
本

の
著
作
権
界
は
ま
だ
人
を
送
っ
て
い
な
い
。

0
本
号
は
、
特
別
に
増
ペ
ー
ジ
を
行
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
次
号
に
い
く
つ
か
の
記
事
を
ま
わ
さ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

（

大

）

999999,.,•99999,. 

~
広
告
の
問
合
せ
・
申
込
み
先
―

一
株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
営
業
課
~

~
T
E
L
(
O三
）
二
六
八
ー
ニ
―
四
一
（
代
表
）
i

9
9
9
9
 .
.
 「

文

化

庁

月

報

」

＝

一

月

号

（
通
巻
第
一
〇
二
号
）

昭
和
5
2年
3

月

2
5
8
印
刷
•
発
行

編

巣

文

化

庁

-TOO
東
京
榔
干
代
田
区
微
が
関

3
丁
目

2
番

2
号

発
行
所
株
式
会
社
き
よ
う
せ
い

本
社
〒
附
東
京
都
中
央
区
銀
座
7
丁
目
4
番
12
号

営
業
所
〒
囮
東
京
都
新
宿
区
西
五
軒
町

52番
地

龍
話
(

O

三
）
二
六
八
ー
ニ
＿
四
一
（
代
表
）

振
替
口
座
東
京
九
ー
一
六
一
番

印
嗣
所
（
株
）
行
政
学
会
印
刷
所


	文化庁月報（第102号：1977年3月）
	第1回大分県高等学校中央文化祭（大分県高文連）
	奥付




